











































査した．その結果，椎間板変性保有者は 31 名，変性保有率は 45.6%であり，全変性椎間板
の 32.7%が L4/5，42.3%が L5/S1で生じていた．また，2年間の縦断調査が可能であった 20
名を対象に，初回撮像から 2 年後に 2 回目の撮像を実施し，その間の腰痛に関する調査も
合わせて行った．その結果，縦断調査期間中に腰痛を経験した 6 名のうち 4 名に新たな変
性所見を認め，非腰痛者と比較して腰痛者で有意に多かった．（Chie Sekine et al. J Phys Fitness 




まず，課題 2では，大学ボート選手 8名を対象にローイングエルゴメーターにて 2000m
タイムトライアルを行い，その前半部と後半部における腰椎骨盤角度および体幹・下肢筋
活動様式を比較検討した．その結果，トライアル後半部では，キャッチとミドルの骨盤後
傾角度，キャッチの腰椎屈曲角度が増加した．筋活動量解析の結果ではドライブ前期（キ
ャッチからミドル）の脊柱起立筋・多裂筋の活動量がトライアル後半部で増加した．これ
らの結果より，ローイング動作の継続で生じる腰椎屈曲挙動の増加による椎間板への荷重
負荷増大が椎間板変性に，過剰な脊柱起立筋の収縮が筋・筋膜性腰痛の発生に関与する可
能性が示唆された． 
課題 3では，大学ボート選手 23名を対象とし，椎間板変性関連遺伝子がボート選手の
腰椎椎間板変性に与える影響を検討した．その結果，椎間板変性に関与すると考えられて
いる CILP遺伝子，COL9A2遺伝子，THBS2遺伝子，SKT遺伝子のいずれの遺伝子多型に
おいても，変性保有者と非変性保有者の保有率に有意差を認めなかった．このことからボ
ート選手の椎間板変性は遺伝的要因よりも競技動作の関与が大きいことが示唆された． 
以上より，ローイング動作負荷によって生じた腰椎椎間板への荷重負荷の増加，脊柱起
立筋と多裂筋への負荷の増加が腰部障害発症に影響する可能性が示唆された．今後はこれ
らの障害発症メカニズムを踏まえた予防法を検討していく必要がある． 
